
SI 企業における DXの推進を考えるシンポジウム 開催 

令和 3 年 5 月 19 日(水)、経営革新委員会(委員長 安永登 情報技術開発(株))

主催、「SI 企業における DX の推進を考えるシンポジウム」が開催された。参

加者は約 180 名。 

はじめに、安永登委員長より「経営革新委員会では、DX ビジネスを推進す

るにあたり、従来型のビジネスと企業経営する上でどういう課題があり、どの

ように解決するかについて議論をしてきた。経営者向けにもアンケートを実施

したが、経営者自身から多くのご意見をいただいた。また、JUAS との意見交

換会を行った。本日、中外製薬で DX 戦略をけん引する、志済様の基調講演に

加えて、活動の成果について紹介する。」と挨拶があった。 

続けて、志済 聡子氏（(株)中外製薬）より「中外製薬の DX の取り組みと IT

ベンダーへの期待」と題し基調講演があり「CHUGAI DIGITAL VISION 2030」

等具体的な DX の取り組み及び IT ベンダーに期待することについて紹介があ

った。特に IT ベンダーに期待することについて「ユーザーの Pain Point を理

解する」「CIO のニーズを理解しアジャイルに対応する」「自社が戦う土俵を決

め、攻めの提案活動を行う」「エンドユーザー部門へのアプローチは重要」「ユ

ーザー同士は繋がりを求めている」等、述べられた。 

次に、小粥 泰樹氏（経営革新委員会委員、(株)野村総合研究所）より「『情報

サービス産業 DX 推進に関する経営者意識調査』調査報告」と題し講演があっ

た。 

講演では意識調査結果から、DX推進に向けて経営者として「経営ビジョン」

等、意思決定の必要があることが述べられた。また、顧客企業が IT サービス企

業をどう見ているかの視点で JUSA-JISA(経営革新委員会)意見交換会のサマ

リーを紹介した。ユーザー企業からは、「デジタル人材育成の機会」について期

待があった。一方、問題意識として「未だにベンダー企業から要件定義が確定

されなければ開発を進められない、という話しが出ている。デジタルの世界は、



要件定義ができないから相談している。だから、一緒に考えて POC をやった

りトライしなければできない。」等意見が出たことが紹介された。 

 

 参加者の感想は以下の通りである。（一部抜粋） 

・SI 企業として、顧客又は社会と一緒になってその視点から課題解決や価値 

創出を考えていく意識と行動の必要性を改めて感じた。 

・基調講演において、ユーザー企業の SIer への期待など改めて認識しなおす 

ことができ、参考になった。 

・SI 企業の状況や問題意識についても把握することが出来た。 

特に「ユーザ企業から見た IT ベンダーへの要望、期待」に関する意見が多か

った。 

 (溝尾) 


